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令和４年度みよし市
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（第４号）【案】

令和４(2022)年７月
記者会見



みよし市
MIYOSHI CITY

一般会計 歳入歳出補正予算 9,392万9千円

款 補正額
左の財源内訳

特定財源 一般財源

15 国庫支出金 91,501 91,501 0

16 県支出金 2,428 2,428 0

合計 93,929 93,929 0

歳入 （単位：千円）

款 補正額

左の財源内訳

特定財源
一般財源

特定財源 地方債 その他

02 総務費 4,450 4,450 0 0 0

03 民生費 45,103 45,103 0 0 0

10 教育費 44,376 44,376 0 0 0

合計 93,929 93,929 0 0 0

歳出 （単位：千円）

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○みよし市一般会計補正予算（第４号）
　　補正予算額　　　　　   ９，３９２万９千円
　　補正後予算額　２６１億７，３９０万１千円

○歳入（国庫支出金）
　　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金
　　９，１５０万１千円
　　（みよし市限度額　１億３２５万７千円の一部を充当）



➡ おすすめスポットや飲食店等を掲載

事業名 みよし市魅力発見ガイドブック作成事業
補正額 445万円

（予算）小事業名 計画行政推進事務

担当課 企画政策課

・みよし市の魅力を広く発信
・市内の飲食業、観光業の発展に寄与

【参考】 シティプロモーションの取組実績

みよし市
MIYOSHI CITY

平成29年度 ＰＲ動画作成
平成30年度 ロゴマーク作成

図入りナンバープレート作成
令和 ４年度 ガイドブック作成

➡ シティプロモーションの取組
・市民のシビックプライドの醸成を図る

（全目標）～

（イメージ図）

（P.1）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
■事業者支援（新型コロナウイルス）


○考え方
　・誰もが気楽に見ることができるガイドブックを作成
　　　→　本市の魅力をPR
　・ガイドブックに市内の飲食店等を掲載
　　　→　新型コロナウイルスの影響を受けている飲食業の発展に寄与

○効果、ねらい
　・みよし市の魅力を広く発信
　・市内の飲食業、観光業を発展させる
　・市内の観光客を増加させる

○「みよし市魅力発見ガイドブック」配布予定場所
　・みよし市役所、公共施設
　・三好ヶ丘駅、黒笹駅
　・イオン三好アイ・モール
　・掲載協力店舗



➡ 物価高騰等の影響を受ける事業所の経営支援

事業名 障がい福祉サービス事業所等支援事業
補正額 568万円

（予算）小事業名 障がい者施設整備事業

担当課 福祉課

・物価高騰、新型コロナ感染拡大防止対策等により、経常的な
支出が増加する障がい福祉サービス事業所等へ支援金を交付

【支援金の内容】

みよし市
MIYOSHI CITY

交付先【R4.7.1現在】 交付額
通所系サービス事業所（52事業所） 10万円／事業所

入所系サービス事業所（合計定員96人） 5千円／定員

（P.2）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
■事業者支援（燃料費・物価高騰）


○交付対象事業所
　　令和４年７月１日に、市内にある障がい福祉サービス事業所等

○通所系サービス事業所
　　１事業所当たり　１０万円　×５２事業所　＝ ５２０万円（予算）

○ 入所系サービス事業所
　　定員人数（１０事業所の合計 ９６人） × ５千円 ＝ ４８万円（予算）



➡ 物価高騰等の影響を受ける事業所の経営支援

事業名 介護サービス事業所等支援事業
補正額 671万円

（予算）小事業名 介護施設等整備補助事業

担当課 長寿介護課

・物価高騰、新型コロナ感染拡大防止対策等により、経常的な
支出が増加する介護サービス事業所等へ支援金を交付

【支援金の内容】

みよし市
MIYOSHI CITY

交付先【R4.7.1現在】 交付額
通所施設等・居宅介護支援事業所（34事業所） 10万円／事業所
入所施設等（短期入所施設、入所施設・居住施設）
（合計定員662人） 5千円／定員

（P.3）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
■事業者支援（燃料費・物価高騰）


○交付対象事業所
　　令和４年７月１日に、市内にある介護サービス事業所等

○通所施設等・居宅介護支援事業所
　　１事業所当たり　１０万円　×３４事業所　＝ ３４０万円（予算）

○ 入所施設等（短期入所施設、入所施設・居住施設）
　　定員人数（16事業所の合計 662人）× ５千円 ＝ ３３１万円（予算）




➡ 国の給付金対象外となる低所得の子育て世帯を支援

事業名 低所得の子育て世帯生活支援事業
補正額 2,705万8千円

低所得の子育て世帯に対する
子育て世帯生活支援特別給付金給付事業

担当課 子育て支援課

【低所得の子育て世帯生活支援金】

みよし市
MIYOSHI CITY

（予算）小事業名

・国制度非課税世帯 住民税均等割のみ課税世帯
横出し

給付額 児童1人当たり一律 5万円

スケジュール 7月下旬 システム改修
8月中旬 通知文発送（申請不要の場合）
8月末 支援金給付（申請不要の場合）

（P.4）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
■生活者支援（燃料費・物価高騰）


○給付額
　　児童１人当たり　５万円

○支給予定月
　　令和４年８月末

○支給対象者
　・住民税均等割のみが課税されている世帯（国の横出し事業）
　・令和４年３月３１日時点で、１８歳未満の子
　　（障がい児は２０歳未満）

○支給方法
　・令和４年４月分の児童手当又は特別児童扶養手当の受給者
　　　→　プッシュ型（市から通知文を発送）
　・それ以外（高校生のみ養育している世帯等）
　　　→ 申請型



➡ 子育て世帯へ応援チケットを配布

事業名 子育て見守り訪問事業
補正額 201万3千円

（予算）小事業名 家庭児童相談・虐待防止事業

担当課 子育て支援課

・おむつ、ミルク、おしりふき、離乳食等の乳児に必要な消耗品の購入
に使用できる1万円分のチケットを配布し、生活を支援

みよし市
MIYOSHI CITY

➡ 子育て見守りのため、個別訪問を実施
・コロナ禍で外出、病院等への受診控えが見られる中、子どもの健全な
育成のため、保育士等が個別訪問を実施することにより子育て家庭の
状況を把握し、個々にあった支援を実施

【参考】現在実施している全家庭対象の乳児・幼児支援
・乳児全戸家庭訪問（こんにちは赤ちゃん訪問）
・３・４か月健診

・１歳６か月健診
※希望者に対する相談事業、要支援者に対する個別対応は別で実施

子育て見守り訪問事業対象者
おおむね生後10か月程度の乳児

※乳児・幼児支援の
隙間期間を解消

（P.5）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
■生活者支援（燃料費・物価高騰）


○訪問対象
　　生後１０か月から１歳程度の乳児のいる家庭（約３００件）

○訪問者
　　保健師、保育士等

○訪問開始時期
　　令和４年１０月から

○チケット配布
　　市内のドラッグストアやスーパーなどで、おむつ、ミルク等が
　　購入できる１万円分のチケットを訪問時に配布
　　※ただし、出生時に１０万円の特別給付金をもらっている乳児は
　　　粗品を配布



➡ 物価高騰等の影響を受ける保育所等の
給食材料費への支援

補正額 364万2千円

（予算）小事業名 保育園運営事業

担当課 子育て支援課

・保護者負担を増やすことなく、利用児童に
対して安定的な給食を提供するための支援

【支援内容】

みよし市
MIYOSHI CITY

事業名 保育所等給食費軽減対策支援事業

補助額 1食当たり40円
支給対象期間 令和4年4月1日～令和4年9月30日
支給対象施設 民間の保育所（4園）

莇生保育園、天王保育園、なかよし保育園、黒笹保育園
小規模保育事業所（2施設）
キッズハウスみよし、みよしの森ほいくえん

（P.6）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
■事業者支援、生活者支援（燃料費・物価高騰）


○保護者負担額は、現状どおりとするため、保育所等へ
　物価高騰分の　１食当たり　４０円を補助

○財源
　　県　２/３
　　市　１/３　※地方創生臨時交付金を充当

○積算根拠
　　対象人数　６０７人
　　（私立保育園４園、小規模保育事業所２施設 の合計）
　　×１５０食（２５食×６か月） ×４０円 ＝ ３６４万２千円

　　　※２５食は、平均的な保育日数が２５日のため
　　　　６か月は、４月から９月まで



➡ 燃料費高騰の影響を受ける市内幼稚園（6園）の
スクールバス運行経費を支援

補正額 204万円

（予算）小事業名 幼稚園支援事業

担当課 子育て支援課

・高騰した燃料費等に対して支援金を給付し、幼稚園の安定的な
運営を支援

【支援内容】

みよし市
MIYOSHI CITY

事業名 幼稚園スクールバス支援事業

支援金 バス1台当たり12万円（年額）
支給対象 市内の私立幼稚園が所有するスクールバス（17台）

三好桃山幼稚園 5台 三好文化幼稚園 3台
東山幼稚園 2台 ベル三好幼稚園 3台
三好丘聖ﾏｰｶﾞﾚｯﾄ幼稚園 2台 まこと第二幼稚園 2台

（P.7）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
■事業者支援（燃料費高騰）


○積算根拠
　　バス １７台 × １２万円 ＝ ２０４万円



➡ みよし市特産品詰合を贈り、大学生等世代を応援

補正額 4,018万3千円

（予算）小事業名 青少年健全育成推進協議会等事業

担当課 教育行政課

・大学生等世代の生活を経済的に支援

【生活応援品の内容】

みよし市
MIYOSHI CITY

事業名 大学生等生活応援品支給事業

① 市内に住所を有する19歳から22歳までの者

・故郷に対する郷土愛の醸成を図る

② 市外に住所を異動した19歳から22歳までの者でその扶養者が市内に在住している者
③ 大学、大学院、短大、専門学校に在学している23歳から29歳までの者でいずれかの者

ア 市内に住所を有する者
イ 大学等に通学するために市外に住所を異動した者で、

その扶養者が市内に在住している者

対象者
応援品 みよし市特産品詰合せ（１万円相当）

（P.8）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
■事業者支援、生活者支援（燃料費・物価高騰）


○生活応援品
　・１万円相当のみよし市特産品詰合せ
　　※ふるさと納税掲載の返礼品を活用予定
　　　（お米、うどん、うなぎカレー 等）

○スケジュール
　・８月　対象者に案内を通知
　・１１月　梱包・発送

○対象人数（見込）
　　３，４５２人



➡ サンネット図書コーナーへ図書資料自動貸出機を導入

補正額 215万3千円

（予算）小事業名 市民情報サービスセンター図書コーナー整備事業

担当課 生涯学習推進課

・利用者本人以外が本に触れることなく、
図書の貸出が可能

【導入スケジュール（予定）】

みよし市
MIYOSHI CITY

事業名 図書資料自動貸出機整備事業

令和4年 8月 入札及び契約締結

・新型コロナウイルス感染症に対して、
より安全な図書の貸出サービスの実施

令和4年10月 本稼働
令和4年 9月 設置完了

（P.9）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
■生活者支援（新型コロナウイルス）


○効果
　　他人と接触することなく、本の貸出ができるため、
　　新型コロナウイルス感染予防につながる

○設置場所
　　サンネット 図書コーナー へ新規設置

○現在の設置状況
　・サンライブ　４台
　・サンネット　０台（未設置）



みよし市
MIYOSHI CITY

令和４(2022)年７月
記者会見
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